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森のココに注目月1

さとう ゆうなさんがかいてくれました。

分類：スズメ目アトリ科
大きさ：15.5cm(スズメより少し大）

サクラの花のつぼみがふくらむ3月頃、
小鳥の森で見られる小さな冬鳥。
オスは黒い頭と頬（ほお）から喉（のど）に
かけてのピンク色が目立ちます。フィッ、フィッと聞
こえる鳴き声は、口笛によく似ています。福島市飯坂
の西根神社で行われる「鷽替え」の行事では木彫りの
ウソが使われます。

小鳥の森でよく見られる時期
・３月ころ

小鳥の森で見られる場所
・ネイチャーセンター上の自由広場（桜の木）

小鳥の森で観察してみよう 118

ウ ソ オス

メス

森の中の「目立つ色」に注目！

葉の落ちた木々、雪におおわれた地面。冬の小鳥の森は地味な色だけでつまらない？
いえいえ、そんなことありません。よーく目をこらすと、ありました、ありました。
赤い木の実や花、緑の葉など、夏や秋ほどではありませんが目立つ色に気づくはずで

す。特に赤い色は要注目。というのは、小鳥の森で冬を過ごす野鳥にとって赤い色は、
エサがそこにあるという目印になっているからです。
私たちも赤い色に注目していると、そこに集まる野鳥に出会えるかもしれませんよ。

ピラカンサの実

ガマズミの実

ツバキの花（メ
ジロやヒヨドリ
が花の蜜を吸い
に来ます） ヒヨドリ
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今年も棚田ではニホンアカガエルが卵塊（らん

かい）（卵の集合体）を産んでいました。アカ

ガエルは春になり冬眠から目覚めると、まだ水

の中も冷たいうちに卵を産みます。これは天敵

である水生昆虫やヘビがまだ眠っているう

ちにオタマジャクシを成長させるためだと言わ

れています。

豊かな水辺の象徴

（しょうちょう）であ

るアカガエルの卵で、

今年も小鳥の森の豊か

な自然を感じることが

できました。

スタッフだより

自 然 情 報月４ 小鳥の森ニュース月

スタッフだより
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2022年の新年にむけて

森のたからもの探し 2021年総集編

小鳥の森では毎月違ったお題で「森のたからもの探し」を実施中です。
たからものを見つけた方に差し上げた缶バッジの1年分（ 2021年の1月～12月）をご紹介

します。毎年１月はその年の干支にちなんだデザインです。2022年の1月は何かな？

1月ニホンカモシカ ２月ルリビタキ ３月メジロ ４月クロツグミ ５月カッコウ ６月スズメ

７月カワセミ ８月ヤマガラ ９月ハクセキレイ １０月アカゲラ １１月カシラダカ １２月ハイタカ

明けましておめでとうございます

2021年も終わり、無事新年を迎えるこ
とができました。福島市民の皆さん、小鳥
の森をご利用になった全国の皆さん、旧年
中はありがとうございました。引き続き新
年もよろしくお願いいたします。2年が経
過したコロナ禍ですが、まだまだ予断を許
さない状況です。健康にご留意くださり、
また森に足をお運びください。スタッフ一
同、心よりお待ちしております。

2022年1月

今年の干支？ トラツグミ（寅鶫）

今年の冬の渡り鳥、少ない？

毎年１０月から11月にかけて、北の国（シベ
リアなど）からハクチョウをはじめ冬の使者で
ある渡り鳥が、ここ福島市にやってきます。今
年はどんな鳥に出会えるかな？と楽しみにして
いるのですが、今シーズンは様子が違うようで
す。いつもなら11月には森の中に来ているはず
の小鳥の姿が見えないなとか、阿武隈川のハク
チョウの姿が極端に少ないななどといった声が
あちらこちらから聞こえていました。
小鳥の森では、毎日夕方、その日に確認され

た野鳥の種類を記録しているのですが、やはり
例年に比べると確認種が少ないことがわかりま
す。
いったいどうしたのかな？暖かい日が続いて

いたので、まだ福島より北の地域にいるのか
な？などと推測しているのですが、本当のとこ
ろはわかりません。野鳥にとっては寒さが厳し
いより暖かい方が暮らしやすいのでしょうが、
いろんな鳥に会いたいなあ、と願っています。

レンジャー 弦間（げんま）一郎


